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   1. ウェーブレット解析        2. ウェーブレット展開の無条件収束性 















Stromberg ウェーブレットが、第 3 章において Haar ウェーブレットが用いられている。また、連続ウェーブ
レット変換は積分変換であり、核となる連続パラメータ a,b を持つ関数 a^{-1/2}ψ((t-b)/a)と内積をとること


















必要十分条件が Allaart 氏、Kawamura 氏、Kruppel 氏らにより示された。彼らの研究によると、場所の点
の値を２進法にしたときに１が登場する桁の番号に着目して特徴付けがなされている。本論文では、一般












Distortionのかかり具合を表す指標として Total Harmonic Distortion と呼ばれる量が広く使われてきたが、
本論文では以下の３つの特徴量の抽出方法が提案されている。 


























 平成 29 年 2 月 16 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。  
 
 
